年金相談室通信　　　第１３号　　　　　　　　　２００９年５月１３日

全日本年金者組合中央本部

年金相談室
	後期高齢者医療制度をただちに廃止せよ、安心できる医療制度をつくれ！

国は、「消えた年金記録で１人の被害者も出さない」という約束を最後まで守れ！

全額国庫負担による最低保障年金制度をつくれ！


質問にお答えします。

Ｑ， 基礎年金の国庫負担割合を１/３から1/２に引き上げる話はどうなっている？

Ａ，法案（国民年金法等の一部を改正する法律案）は、現在、衆議院を通過し参議院に

送付されています。法案が成立すれば、国庫負担割合１/２への引き上げは、０９年４月

１日から実施されます。

Ｑ，記録訂正による「遡り支給分」の遅れに「加算金」をつけるそうですが・・
Ａ，０９年４月２４日、「年金加算法」が参議院本会議で可決、成立しました。記録訂正

による「さかのぼり支払い分（時効特例で救済された分）」に、「遅延特別加算金」を付

けるという内容です。すでに記録訂正をして支払いを受けた人は、５年以内に請求をす

ることによって「遅延特別加算金」が支払われます。

　内容は、過去の物価スライド分を計算し加算、加算金は非課税とされています。

Ｑ，今年の１０月から、住民税が年金から「天引き」されるそうですが・・・

Ａ，住民税も、０９年１０月支払い分の年金から「天引き」が始まります。０８年４月

３０日、地方税法が変わり住民税の年金からの天引き（特別徴収）が導入されました。

６５歳以上で、月額１万５千円以上の老齢年金受給者が天引きの対象です。障害年金

・遺族年金からは天引きされません。

「天引き」に次ぐ「天引き」によって、高齢者の財産権は蹂躙され続けています。

Ｑ，「ねんきん特別便」に返事を出していませんが・・・

Ａ，かなりの人が「ねんきん特別便」に返事を出していません。相談室としては、理由

を分析し、きめ細かい相談活動を展開する必要を感じています。

	年金相談室から

年金相談日：毎週、火曜日と木曜日、午前１１時から午後４時まで。

電話・ＦＡＸ・メール・手紙などで、相談・意見・質問等　何でもお寄せください。

電話：０３－５９７８－２７５１　　　　ＦＡＸ：０３－５９７８－２７７７
メール：aae41550@pop21.odn.ne.jp
この「年金相談室」へのご意見・ご要望をお聞かせください。


